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1
、
0
0
0
円
券
×
2
0
枚

2

日

岬
地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
者
は
…
…

　
　
基
準
日
は
…
平
成
1
1
年
1
月
1
日
で
す
。

◎
国
の
地
域
振
興
券
交
付
対
象
者

①
　
基
準
日
に
お
い
て
、
焉
歳
以
下
の
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
1
5
歳
以
下
”
昭
和
58
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
）

の
　
次
の
要
件
を
満
た
す
者
で
す
。

　
ア
、
基
準
日
に
お
け
る
同
月
分
の
次
に
掲
げ
る
年
金
、
又
は
手
当
の
受
給

　
　
者
及
び
同
日
に
お
け
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
同
月
。

　
　
分
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
係
る
障
害
児
。

　
　
①
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

　
　
②
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
（
一
部
非
課
税
要
件
が
あ
り
ま
す
）

　
　
③
障
害
年
金
（
非
課
税
要
件
が
あ
り
ま
す
）

　
　
④
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
（
一
部
非
課
税
要
件
が
あ
り
ま
す
）

　
　
⑤
遺
児
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
受
給
者
（
非
課
税
要
件
が
あ

　
　
　
り
ま
す
）

　
　
⑥
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　
　
⑦
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
受
給

　
　
　
者

　
　
⑧
福
祉
手
当
受
給
者

　
イ
、
基
準
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
ア
、
に
該
当

　
　
し
な
い
者
。

　
　
①
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
者

　
　
②
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
被
保
護
者

　
　
③
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
精
神
薄
弱
者
施
設
へ
盲
児
施
設
、
第
1
・

　
　
　
2
種
自
閉
症
児
施
設
、
ろ
う
あ
児
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
肢

　
　
　
体
不
自
由
児
療
養
施
設
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
、
情
緒
障
害
児
短

　
　
　
期
治
療
施
設
、
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
、
婦
人
保
護
施
設
、
国
立
精

　
　
　
神
薄
弱
児
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者

　
　
④
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
養
護
受
託
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
者

　
　
⑤
ら
い
予
防
法
に
基
づ
く
援
護
を
う
け
て
い
る
者

③
　
基
準
日
に
お
い
て
、
平
成
1
0
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
納
付

　
す
べ
き
確
定
し
た
額
が
な
い
年
齢
6
5
歳
以
上
（
65
歳
以
上
”
平
成
9
年
1

　
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
）
の
者
で
身
体
、
精
神
上
に
お
い
て
著
し
い

　
障
害
が
あ
る
た
め
常
時
介
護
が
必
要
と
し
て
い
る
者
と
し
て
自
治
大
臣
が

　
定
め
る
者
。
た
だ
し
、
ω
に
該
当
す
る
者
及
び
次
の
者
を
除
く
。

　
　
①
生
活
保
護
法
の
規
定
す
る
救
護
施
設
、
更
生
施
設
に
入
所
し
て
い
る

　
　
　
者
。

　
　
③
病
院
、
診
療
所
に
継
続
3
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
者
。

　
　
④
老
人
保
健
施
設
に
継
続
3
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
者
。

㈲
　
基
準
日
に
お
い
て
、
平
成
m
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
納
付
す
べ
き
確

　
定
し
た
額
が
な
い
年
齢
65
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
ω
㈹
に
該
当
し
な
い

　
者
。

◎
中
里
村
単
独
の
地
域
振
興
券
交
付
対
象
者

⑤
　
基
準
日
に
お
い
て
、

　
上
の
者
。

国
の
地
域
振
興
券
対
象
と
な
ら
な
い
年
齢
65
歳
以

岬
地
域
振
興
券
の
申
請
は
お
旱
め
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
請
期
限
は
2
月
末
日
）

　
中
里
村
で
は
、
地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
者
に
申
請
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま

し
た
。
申
請
期
限
は
、
2
月
末
日
で
す
の
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
申
請
を
行
な
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
で
き
る
限
り
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
者
と
自
分
で
思
う
の
に
、
申
請
用
紙
な
ど

が
郵
送
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
役
場
開
発
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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：　ちょっとお耳セノ　：
匪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
盤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l◎地域振興券は15歳以下の子どもの蕩合、1

唇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　子どもに交付されると思っている人が曜
匿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
墜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
雛　多いようですが、正確には子どもがい1
塵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

1る家の世帯禦絞儲れるの鰐・l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　，1
謄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿
塵◎㈲・）㈱の交付該当者の方が死亡した場1
屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
1　合は．交付申請前であっても交付申請醒
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1　後薫あっても地域振興券は交付されま　1

塵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　せん。（地域振興券は一身専属的なもの　匿
霊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　なの驚毅相続はさ癬ません。）　　　　1

匪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1◎転無転出をされた場合の取鰻扱曙籔1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド匪　 つ嚇ては．、様々なケースが懇定されま　膿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1　すの驚聞嚇含わせ驚ください。　　　　1

覧一一＿一＿一一＿一一一一＿一一＿一一＿一』ヲ

．　臨翻醗纒嚢額は§・・

　交付額は、1人につき20，000円です。

　　　　（1，000円券が20枚綴りになっています）

　15歳以下の児童のいる世帯の人については、児童1人

につき20，000万円となります。（15歳以下の対象児童が2

人いれば、交付額は40，000円です）

　　　　　　　灘の褻嚇は無

　地域振興券の交付は、3月下旬頃に各地区（地区割り

を検討中）に出向いて交付する予定です。交付場所、日

程については3月10日発行の広報なかさとでお知らせい

たします。なお、都合によりこの時に交付を受けること

ができない方については、役場において交付いたします。

懸獄

☆地域振興券は、村が認定した中里村内のお店などで買い物につかえます。

☆券を使えるのは、交付された本人とその代理人、使用人です。

☆買い物時に釣り銭は支払われません。

　ただし、，1，100円の物を買うときに、LOOO円の地域振興券に100円を添えて使うことはできます。

☆券は、交換したりだれかに譲ったり、金券ショップなどでの換金はできません。

☆券の使える期問は、発行から6か月間と限られています。

　　　　　　　　　　　　　（中里村の場合は、4月1日から9月30日までの期間です。）

鍵灘騒難藝騰識まどご・・欝当駄現金に替えて灘
この地域振興券の取，扱うことのできる事業所（商店1馳騒灘鶴嶺きる灘

約230事業所くらいになる見込みです。

、地域振興券の取り扱いができる店として店頭の見えや

すい場所にステッカーが貼られることになっています。

　この事業所名簿の一覧表は、3月10日発行の広報お知

らせ版と一緒に配布する予定です。

地域振興券中里村

取扱期間

平成11年9月30日迄

い
の
で
き
る
事
業
所
に
は

ら
れ
ま
す

魑灘糠懸灘繧麗灘欝灘閥縫懸懲覇鯵馨灘鑛幾闘馨鎌纏6蕊一8獺難凶織蟹繊鎌饗

3 広報なかさと　　　平成11年2月10日



幽
、
藏
．

雛

繋灘繋

叢
灘
撚

　
樋
口
培
夫
さ
ん
（
小
原
）
は
、
北

陸
農
政
局
新
潟
統
計
情
報
事
務
所

（
農
林
水
産
省
）
が
実
施
す
る
統
計

調
査
の
協
力
者
と
し
て
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
さ
ん
は
農
業
経
営
統
計
調
査

農
家
と
し
て
、
6
年
間
、
記
帳
調
査

を
続
け
ま
し
た
。

　
同
調
査
の
結
果
は
、
農
林
水
産
省

の
農
業
施
策
の
基
礎
資
料
を
は
じ
め

広
く
活
用
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
多
大

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
樋
口
さ
ん
は
「
感
謝
状
な
ん
て
考

え
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
で
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
月
1
4
日
・
1
5
日
に
各
集
落

で
小
正
月
行
事
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
雪
国
の
子
ど
も
た
ち
に
と
つ

て
鳥
追
行
事
は
冬
の
間
の
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。
何
日
も
前
か

ら
雪
を
集
め
て
の
か
ま
く
ら
造

り
、
か
ま
く
ら
の
中
で
は
餅
に

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
、
お
菓
子
を

食
べ
な
が
ら
賑
や
か
な
一
時
を

過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

　
如
来
寺
集
落
で
は
、
1
5
日
に

年
男
・
年
女
、
厄
年
の
方
な
ど

が
出
し
た
お
菓
子
を
宝
探
し
み

た
い
に
雪
の
中
に
埋
め
、
そ
れ

を
子
供
た
ち
が
拾
い
ま
し
た
。

　塾

疑

　
2
月
3
日
の
節
分
に
中
里
保
育
園

で
豆
ま
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ

た
お
面
を
頭
に
付
け
て
、
保
母
の
扮

す
る
鬼
め
が
け
て
、
何
度
も
何
度
も

豆
を
投
げ
鬼
を
外
へ
と
追
い
払
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
は
、
落
花
生
や
ア
メ
を
ま

い
て
い
た
だ
き
、
園
児
た
ち
は
用
意

し
て
お
い
た
袋
に
一
生
懸
命
拾
っ
て

入
れ
て
い
ま
し
た
。
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【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

良
寛
ガ
イ
ド
　
　
　
　
　
　
考
古
堂

大
学
教
授
に
な
っ
た
不
登
校
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
治
雄

各
駅
停
車
で
行
こ
う
　
　
蔵
前
仁
一

あ
る
べ
き
明
日
　
　
　
　
堺
屋
太
一

岩
合
光
昭
の
野
生
ど
う
ぷ
つ
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
合
光
昭

メ
タ
ル
カ
ラ
ー
の
時
代
2
・
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
根
一
真

14

歳
と
タ
ウ
タ
ウ
さ
ん
　
梅
田
俊
作

さ
っ
ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
の
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
畑
精
一

イ
プ
ー
と
イ
ル
カ
の
海
　
片
岡
道
子

イ
プ
ー
と
に
じ
の
森
　
　
片
岡
道
子

く
ま
の
プ
ー
さ
ん
　
　
西
岡
た
か
し

ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ブ
の
え
い
ご
こ
と
ば

え
ほ
ん
　
　
　
　
デ
ビ
ー
・
ゲ
イ
ル

し
ー
っ
！
ぽ
う
や
が
お
ひ
る
ね
し
て

る
の
　
　
　
　
ミ
ン
フ
ォ
ン
・
ホ

す
う
じ
の
ほ
ん
ア
ナ
エ
ル
・
ド
ゥ
ナ

は
じ
め
て
の
お
べ
ん
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
上
比
呂
美

は
ん
た
い
こ
と
ば
の
ほ
ん

　
　
　
　
　
　
ア
ナ
エ
ル
・
ド
ゥ
ナ

ひ
つ
じ
が
い
っ
ぴ
き
お
ひ
る
ね
し
て

る
お
く
の
り
ょ
う
こ

マ
マ
お
や
す
み
　
　
E
・
モ
ー
ザ
ー

み
け
ね
こ
キ
ャ
ラ
コ
　
　
ど
い
か
や

4



　
1
月
2
7
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
信
濃
川
も
の
が
た
り
」
を
テ

ー
マ
に
里
創
プ
ラ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
構

想
も
含
め
進
め
て
い
る
「
信
濃
川
水

系
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
園
地
整
備

構
想
」
の
検
討
会
が
、
里
創
プ
ラ
ン

推
進
委
員
や
作
業
委
員
、
地
域
住
民

な
ど
約
6
0
人
が
参
集
し
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
村
で
は
里
創
プ
ラ
ン
や
河
川
公
園

計
画
、
県
の
中
山
間
地
総
合
対
策
事

業
な
ど
を
活
用
し
て
ミ
オ
ン
な
か
さ

と
周
辺
（
信
濃
川
ゾ
ー
ン
）
、
ゆ
く
ら

周
辺
（
清
津
川
下
流
ゾ
ー
ン
）
、
田
尻

周
辺
（
清
津
川
中
流
ゾ
ー
ン
）
、
清
津

峡
周
辺
（
清
津
川
上
流
ゾ
ー
ン
）
の

4
か
所
に
親
水
公
園
な
ど
の
水
辺
空

間
整
備
を
進
め
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
で
提
言

さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
基
に
委
託
コ

ン
サ
ル
ト
会
社
が
策
定
し
た
計
画
プ

ラ
ン
を
4
班
に
分
か
れ
て
参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
地
区
ご
と
の
計
画
案
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
里
創
プ
ラ
ン
「
大
地
の
芸

術
祭
」
で
村
の
サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
に
設

置
予
定
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作

品
模
型
が
始
め
て
紹
介
さ
れ
、
注
目

を
集
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
模
型
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
”

ジ
ャ
ウ
メ
・
プ
レ
サ
氏
に
よ
る
ア
ー

ト
作
品
で
プ
レ
サ
氏
は
昨
年
1
1
月
に

現
地
を
視
察
、
構
想
を
練
り
上
げ
「
ハ

ウ
ス
・
オ
ブ
・
バ
ー
ド
ス
」
（
鳥
た
ち

の
家
）
と
題
す
る
模
型
を
製
作
し
ま

し
た
。
実
際
は
約
2
0
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
の
ポ
ー
ル
の
上
に
鳥
た
ち
の
芸
術

的
な
家
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼スペインのプレサ氏の製作した

　「ハウス・オブ・バードス」

　　　　　　　　　（鳥たちの家）

　
1
2
月
2
5
日
の
広
報
な
か
さ
と
お

知
ら
せ
版
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
の

優
待
券
で
の
1
月
の
利
用
者
は
7

2
6
人
で
、
村
内
利
用
者
が
4
6

5
名
、
県
内
1
6
7
名
、
県
外
94

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
官
製
は
が
き
の
優
待
券
を
友
人
、

知
人
、
親
戚
な
ど
に
ま
だ
差
し
出

し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
差
し

出
し
て
い
た
だ
く
と
も
に
家
庭
用

と
し
て
配
布
し
ま
し
た
優
待
券
に

つ
い
て
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
券

は
い
ず
れ
も
今
シ
ー
ズ
ン
限
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

難
縣

　
　
　
　
顧

瓠蒙宰＝i墜叢：1藪等菱膨

躰＿繭繭薩喫鷲菰碁琳り
ビツグな痩りをお届けします。

蘇舞灘無
12，レンタル富一一一・20％OFF　l

緊華鷺叢諾賜
弄繋懸麟
騨樋騰’　『糠髄　 撫

1．1欝

o一一一一一一9一騨”一一・一一簡oo一一一一一一一一一一旧一一一一一一一一－一一口ロー一一鱒噂囎－一一一一一一一一一胴鱒一一■一一一一一一一一一一一一一一日卿一一一一一一一鱒一一一一一一囎一口剛一

ミ
ッ
ケ
！
6

　
　
　
　
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ツ
ク

星
空
の
シ
ロ
　
　
　
　
　
井
上
夕
香

葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
ー

　
　
　
　
　
レ
オ
・
バ
ス
カ
ー
リ
ア

お
ば
け
の
バ
ー
バ
パ
パ

　
　
　
　
　
　
ア
ネ
ッ
ト
・
チ
ゾ
ン

日
本
十
進
分
類
法
　
　
森
清

シ
ン
デ
レ
ラ
の
魔
法

　
　
　
ア
テ
ナ
・
ス
タ
ー
ウ
ー
マ
ン

あ
く
せ
く
す
る
な
、
ゆ
っ
く
り
生
き

よ
う
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
ル
ソ
ン

日
本
の
近
代
　
　
　
　
　
伊
藤
　
隆

日
本
の
母
　
　
，
　
　
岩
本
裕
紀
子

情
と
理
　
上
・
下
　
　
後
藤
田
正
晴

宣
戦
布
告
n
o
と
言
え
る
日
本
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
慎
太
郎

「
家
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
智
美

家
族
の
絆
　
　
　
　
　
　
鈴
木
光
司

天
文
年
鑑
1
9
9
9
版

　
　
　
　
　
　
　
　
誠
文
堂
新
光
社

動
物
園
が
大
好
き

　
　
　
　
　
　
戸
田
杏
子
・
佐
藤
彰

医
者
い
ら
ず
の
酒
飲
み
読
本

　
　
ト
マ
ス
・
ス
タ
ッ
タ
フ
ォ
ー
ド

節
約
生
活
の
ス
ス
メ
　
山
崎
え
り
子

や
さ
し
い
お
正
月
料
理
　
為
後
喜
光

越
後
・
佐
渡
の
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
日
報
事
業
社

空
想
非
科
学
大
会
　
　
柳
田
理
科
雄

お
か
あ
さ
ん
ー
・
2
・
3

　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー

平成11年2月10Eヨ広報なかさと5



◆期日

◆会場 』：麟国際

第4回
全国雪上サツカージュニア大会

　　　　【10：00～15：00】

（アルビレックス新潟の皆さんも参加します）

　●試合（フットサル）　9：00～13：00

　●NICサッカースクール13：00～14：00
欝耀　●楽しいゲ“ム1　　　　14100～15：00

耀撫癬難参魏㊥繕灘．1

オープンステージ
　【10：00～16：00】

（讐購黛繋オー）

バンド、手畠、踊り等々

何でもいいんです。

あなたを琶のス鋳一ジで

雪原大凧あげの集い【9：30～11＝40】

白根市民の皆さんが12・8・5畳大凧をもって参加します。講

　　綱の鰯き鋲縫皆さ麹懇参加し篠厳だ誉一いQ、

凧つくりワークショップ
　　【9：30～11：40・13：00～14：00】

ワークショップでは、自分で世界に一つしかない

　　　自分だけの鳳をつくります。

　一秘料は。案癒委羅会簸灘備じます一

食ののれん街オープン
　　　【10：00－20：30】

腕にょりをかけて作ったおいしいものが

たくさ融出店し諌ずゆ謬利駕蕉ださい。

フリーマ甲ケツト募集
フリーマーケットのコーナーも設けます

．の鐙出癒糠簸蕪灘蓬繍。



　スノーキャンドルオープニング
　　　　　　　　　　　【18：00～】

　花火の含図とともに雪原に立てられたロウソクに徐々に徐々

に懸がと魅り．幻想的な世界へとあなたを引き寄せてくれます。

擁て感動襲て鐵るこ還遊あなた輻燕斑縫参加して感動を2藩に

繊獲鰻麓叢繍。『』．《澱躍一難灘灘欝叛撚聾灘灘霧禦激藷蒙灘》

八ッピーアタック
　　　　【18：40～19：20】

＊うさぎの嫁入り・

＊ハ製ピーア秘班7
　書神擁の劃き讐．押し嚢の茨募集欝
鷲驚鑓繕鑓・癒難の鷺懸趨参灘灘講慧麺か。

藻編慧慧一蒙難嚢醗盤雛の錘縫i．難

　　たいまつ滑降

　ジュニアスキーの子どもたちが

癒獄賠灘轟繧灘捲《

　　　　雪上芸能祭
　　　　　　【19：20～20：30】

＊中里芸能協会の皆さんによる踊り

＊群馬県中里村の皆さんによる「八木節ショー一」

メモリー花火
　　　打ち上げ

　　【20：30～20：45】

ス塚一マ磁ンの蓮続撫ち蓋げ

例年ですが、会場の駐車場が大変混雑します。総合センター～ユーモール

第2駐車場会場（林屋旅館様裏）の間にシャトルバスを朝から運行します

ので、ご利用ください。

7 広報な：かさと 平成11年2目10日



唾
胃

へ83へ・
嬬，．

、
9

憐
　
轡

一米の消費量の実態はどうなっているのでしょう一

・
鐵
蒸
露
鎌
の
繕
鯵
藩
猫
難
難
繍
綴
鱗
楼
灘
嚢
鑑
遜
簸
灘
纏
鐵
議
滋
獲
霧
灘

薫
鷲
巻
ま
纏
だ
が
、
最
近
は
物
の
萄
璽
余
叢
璽
懲
の
蛍
活
．
蘭
単
燵
議
縫
飛

る
加
工
食
品
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
れ
た
栄
養
価
を
も
ち
、
自
給
力
の

あ
る
お
米
で
す
。
最
近
の
米
余
り
、
そ
し
て
米
の
消
費
も
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
中
魚
沼
農
業
改
罠
会
議
生
活
部
会
で
は
農
家
の
米
の
消
費
実

態
を
把
握
し
、
今
後
の
食
生
活
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
実

態
の
は
握
を
行
い
ま
じ
だ
。

馨
霧
欝
巌
調
鎧
の
譲
態
蓬
難
獄
難
獲
墾
灘
磁
雛
繍
蕎
灘
灘
羅
鍵
諜
繊
難
醸
．

女

中魚沼・十日町市の農家の米の消費量は？

　　　　　　　　～米の消費実態調査結果から～

嚢繊謙難鰯繋

　獲撫襲懸纈鶴
議灘難灘

難　　　　　鑛　　　籔
　　慧
　織灘

　　　　　　護　　　　　難　　　　難　　難　難織

　　　　健　　趨難灘

家族構成、家族の人数、弁当持参等によっても違ってきます。

………一…一調査の概要……………

1．記録期問　平成10年7月1日から9月30日までの3か月間

2．調査対象者数

　　　　　　204戸　1，011人（平均4．96人）

　　生産組織等メンバー　　農村地域生活アドバイ

　　　J　A女性部
男

農村地域生活アドバイザー等

　　　（kg）
　　　1201　　　　　1、

76．52　（全国
　　　　　　　36位）

　　　　　　　63．6

l　I　l

97．5
93．86

89．4

46．35

58．77

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0
．
9
6
　
　 62

（1）町村単位（戸）

00
　
　
8
0
　
　
6
0
　
　
4
0
　
　
2
0
　
　
0

蟹厨際辮 州
、

西町 津欝町 中塁村

55 54 50 45

（2）家族構成（％）

　　　平成10県全体　量6～19’20歳代30歳代40歳代　16～1920歳代30歳代40歳代

　　　瑠難翻　生産者世帯（旧当りの消費量を年問に換算した）

（今回調査実態）（食糧庁資料）　　　　　　　　（資料：県環境保健部）

2～3人 4～5入 6　7人 8人以上

25 34．4 33．8 6．8

～
こ
ゑ
撚
鐘
も
の
も

　
　
　
　
　
　
灘
鞭
ま
す
～

　
お
か
ゆ
な
ど
の
加
工
米
飯
、
飲
料

感
覚
の
ラ
イ
ス
ス
ー
プ
な
ど
新
し
い

タ
イ
プ
の
加
工
食
品
、
サ
ラ
ダ
オ
イ

ル
な
ど
。

　
ま
た
1
年
前
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
環
境
に
配
慮
し
、
お
米
で
つ

く
ら
れ
た
お
皿
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

炊
き
込
み
ご
は
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
水
加
減

　
水
加
減
は
調
味
料
の
分
を
含
め
て

普
通
に
す
る
の
が
基
本
で
す
。
炊
飯

器
な
ら
調
味
料
を
入
れ
て
、
目
安
の

線
ま
で
水
を
加
え
ま
す
。
た
だ
、
芋

類
や
栗
な
ど
水
気
を
吸
い
や
す
い
具

を
炊
き
込
む
と
き
は
、
や
や
多
め
に

し
ま
す
。
た
け
の
こ
や
に
ん
じ
ん
な

ど
水
気
の
あ
る
材
料
は
そ
の
ま
ま
で

結
構
で
す
。
お
米
と
具
の
割
合
に
つ

い
て
は
、
特
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
具
が
多
い
と
食
べ
に
く
い
も
の
。

材
料
の
種
類
や
数
に
も
よ
り
ま
す
が

米
ー
カ
ッ
プ
に
対
し
て
、
栗
な
ら
5
0

，
9
、
五
目
ご
は
ん
等
1
0
0
～
1
2

0
9
く
ら
い
を
目
安
に
い
か
が
で
し

　
ょ
う
。
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～農村地域生活アドバイザーの2人から～

「昨年3か月間米消費量調査での
感想を一言」　　村山良子（田沢）

　年々米の消費量が減っているとの事。飽食

の時代と食生活の多様化、日本的食文化が脂

質の多い欧米的食事に変わってきて突然死や

大腸癌が多くなっているそうです。健康を維

持するためにも米を中心とした食生活を見直

していかなければと思います。子どもの頃、

家族の健康と心身のきずなを「手ぬきのない

食」という形の中で女達がしっかりにぎって

いました。米をしっかり食べた時代、親子の

きずなはしっかりしていた時代だったように

思うのです。三面記事のニュースに思うのは、

食がおろそかになると凶暴な犯罪など多くな

ってくるのではないかと思うのです。輸入食

品の多い今日、米は自給でき得る主要食糧で

圭だれが一番食べているのでしょうか？
　　　　　　　　　　～食糧庁の調査から見てみました～

　お米の消費量を男女・年齢別にみると、男女共に50代で消費のピーク

を示すパターンとなっています。男性では、10代で1つのピークがあり、

20代で若干減少し、その後はゆるやかに増加しています。女性は10代と

20代はあまり変わりませんが、その後増加しています。同世代の男性と

女性のお米の消費量を比べると、m代から30代にかけての差が大きくな

っています。

　◆男女年齢階層別1人1ケ月当たりお米の消費量（平成8年度）
7．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．7－6．7　　　　　　　　　6．4　　　　　　　　　　　　　　　6．3　　　　6．3
　　　　　　　　　　　　6．0　　　　　　男性一6．0

5．0

4．0

3．0

2．0

1．0

4．7

呂
幽

　
、

f
　
ノ

　
　
1
5

　
　
　
！
3必

　
　
　
2

2．4　　　　　　　♂

　　　1　　　！　一，ノ’　　　2．3

2，0

＼　
　
　
￥
，
。
3

　
　
￥
4

　
　
￥

　
￥
　
爵

　
＼
翫

＼倉／　
！　

イ

　
　
7

　
　
性
イ

　
　
女
ノ

　
　
　
　
ノ

5歳未満　5～9　10～14　15～19　20～29　30～39　40～49　50～59　60～69　70歳以上

0．0

す．みんなで米消費にっし、て力を合わせて勉≡新潟県の食生活に注意信号

強してみませんか。我家の3人の孫達は、白

いごはんが大好です。

「おこめ」　斎喜，節子（倉俣）

　みなさんは、お茶碗一杯のお米の値段がい

くら位かおわかりでしょうか。食糧庁の調べ

によりますとお茶碗一杯当りのお米の重さは

50グラムで、この値段は魚沼コシヒカリで37

円、指定標準米では19円程度です。米消費調

査をして感じた事は50代の人が多い家族の方

が米の消費量は多いように思われる事です。

小さい時から米中心で生活してきた結果なの

でしょうか。この年代は「ごはんが一番いい」

となるのです。ごはんは、日本人の食生活の

中心として色々なおかずになじみます。さら

に、炊き込みごはんやピラフ、チャーハンに

なったり、その他幅広い調理が楽しめる食材

でもあります。お米を中心に、魚、野菜、大

豆、肉、牛乳、果実などが加わった日本型食

生活は栄養バランスが整っています。皆さん

もごはんを中心とした食生活で、健康な身体

を維持していきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　～あなたの食生活は大丈夫？～

≡　新潟県の食事は脂質が上限　　　たんぱく質新潟県15．7
≡　に近く、米などを主体とした　　　　　　　　　　理　想犯．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ≡炭水化物が不足しており・高　　1
≡　血圧や糖尿病などの生活習慣

　　お米はエネルギー源となる糖質と体をつくるタンパク質を含んでいる

　栄養に富んだ食品の一つです。ごはんは同じデンプン質食品であるパン

　やコーンフレーク、ポテトに比べ肥満の基になるインシュリンの分泌を

　おだやかにすることや粒状で食べるため、消化・吸収がゆっくり進み、

　腹持ちがよくスポーツのスタミナ維持にもよいことがわかっています。

　主食（ごはん）と主菜（魚、卵、肉等）と副菜（野菜、芋類等）の食事がエネ

　ルギーや栄養のバランスが取れた理想的な組み合わせとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脂質
…　　　　　　　　　新潟県59．5　　　　　　　　　新潟県24．8
…　　　　　　　　理想62．0～68．0　　　　　理想20．0～25．0

【
作
り
方
】

0
米
は
同
量
の
水
で
パ
ラ
ッ
と
炊
き

　
熱
い
う
ち
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
ふ

　
り
全
体
を
む
ら
な
く
混
ぜ
て
冷
し

　
ま
す
。

②
サ
ケ
は
色
よ
く
焼
い
て
ほ
ぐ
す
。

③
レ
ン
コ
ン
は
皮
を
む
い
て
小
口
か

　
ら
薄
切
り
に
し
、
酢
を
少
々
入
れ

　
た
湯
で
サ
ッ
と
ゆ
で
る
。
器
の
縁

　
取
り
分
に
少
々
を
取
り
分
け
、
残

　
り
を
イ
チ
ョ
ウ
に
切
る
。

④
ウ
メ
干
し
は
種
を
除
き
、
果
肉
を

　
細
か
く
切
る
。

⑤
パ
セ
リ
は
軸
を
切
り
、
小
さ
く
分

　
け
る
。

⑥
①
に
②
～
④
を
サ
ッ
ク
リ
混
ぜ
、

　
レ
ン
コ
ン
で
縁
取
り
し
た
器
に
盛

　
っ
て
5
を
散
ら
す
。

【
材
　
料
】
（
4
人
分
）

・
米
…
…
…
…
…
…
・
…
・
カ
ッ
プ
2

・
あ
ま
塩
サ
ケ
…
…
…
…
…
3
切
れ

・
レ
ン
コ
ン
…
…
…
…
…
2
0
0
9

・
ウ
メ
干
し
…
…
…
…
…
…
…
4
個

・
パ
セ
リ
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
少
々

・
フ
レ
ン
チ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
…
…
…
乳
…
カ
ッ
プ
2
分
の
r

い
そ
が
し
い
お
母
さ
ん
の

お
た
す
け
メ
ニ
ュ
ー
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（騨購妻灘騨膿鷹1’た）お知らせします
（1）人件費の状況（普通会計決算）（10年4月1日現在）（4》職員の初任給の状況

感発
駐蔑蒙i塞

幾帳残国
繍◎．3．鐡

歳鐡額
　鱗｝

繋質収糞 識懲費』
　幅》

蒸傑叢率
帳疑鐵）

9年度 6，592人 4，358。727千円 84，202千円 938，332千円 21．5％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

屡　　分

纈璽i樽 国

決建籾緩給
採罵麟灘過霞

給糧額 籾穫絵
辮騨灘過臼

給糧額

一般行政職
大学卒 173，000円 187。000円 173，000円 187，000円

高校卒 140，700円 150，500円 140，700円 150，500円

技能労務職 高校卒 137，300円 146，900円 137，300円 146，900円

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区分
職員数
麟》

給　　与　　　費 一入当た

り給導費

《B〆《）給料 職員蕃覇
鶏兼・勤勉．

拳　　箋．
欝くβ）

10年度 旧6人
425，098

　千円

55，984

　千円

206，206

　千円

687，288

　千円

6，484

千円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10年4月1日現在）

区　　　分 経験無数総隼 経験数15隼 経験年数飽奪．

一般行政職
大学卒 232，100円 298，500円 355，200円

高校卒 199，800円 249，400円 302，400円

技能労務職 高校卒 該当者はいません。

（注）職員数及び給与費は当初予算に計上された額で、教育長を含みます。（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、

　　採用後の年数をいうものです。

（10年4月1日現在）（3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（10年4月1日現在）（6）一般行政職の級別職員数の状況

匿欝
一殻癒政職 撲龍欝務職

藥均給精周額 鞭均蕪齢 平均給料趨額－ 礁均奪齢

中里村 332，847円 44．4歳 285，450円 53．8歳

新潟県 354，810円 41．4歳 329，309円 44．8歳

（注）1．中里村の給与条例に墓づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区分 標準駒な職務内客 職翼数 構騰猛
襲鞍

1無髄の

構競箆
惑類蔚の

構成箆

1級 主　　事　　補 2人 2．3％ 2．3％ 5．6％

2級 主　　　　　事 6人 7．0％ 6．8％ 15．7％

3級 主　　　　　事 15人 17．5％ 14．8％ 16．9％

4級 主　　　　　任 13人 15．1％ 20．5％ 30．3％

5級 係長　・主査 30人 34．9％ 31．8％ 15．7％

6級 課長補佐・副参事 10人 ll．6％ 12．5％ 9．0％

7級 課　　　　　　長 7人 8．1％ 6．8％ 6．8％

8級 課　　　　　　長 3人 3．5％ 4．5％ 一

計 86人 100％ 100％ 100％

一一一■■臼■一9一■■一一一ロー一一一一一一■■ロ■一馴口■■■■一一一一■一－■■一9一■■一一一暉一一一一一■■一－一旧嘔一一一ロ■一■■一一ロ鴎鱒一一■■■■一顧”一一一一一■一卿鱒ロー一■齢ロ置■■一一一一繭■一6■■一一■■■■鱒ロー，一一陽一一

　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
で
は
、
平
成
1
8
年
度
を
目
標

に
様
々
な
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

今
回
は
当
面
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業

規
模
に
っ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー
ド
事
業

　
よ
く
ソ
フ
ト
事
業
・
ハ
ー
ド
事
業

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
ソ

フ
ト
事
業
は
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
人

と
人
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
行
な
わ

れ
る
取
り
組
み
、
ハ
ー
ド
事
業
は
形

の
あ
る
施
設
整
備
と
捉
え
て
い
ま
す
。

里
創
プ
ラ
ン
主
要
事
業
で
は
、
大
地

の
芸
術
祭
、
ス
テ
キ
発
見
、
花
の
道

を
ソ
フ
ト
事
業
、
ス
テ
ー
ジ
整
備
を

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
が
、
施
設
整
備
を
進
め
る
過
程

に
お
い
て
も
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

重
視
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
ソ
フ
ト
事
業
の
規
模

　
大
地
の
芸
術
祭
な
ど
の
ソ
フ
ト
事

業
は
、
事
業
費
の
6
割
に
つ
い
て
新

潟
県
か
ら
補
助
金
を
受
け
、
4
割
を

市
町
村
が
負
担
し
あ
っ
て
広
域
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
平
成
1
0
年

～
1
2
年
度
の
3
か
年
の
事
業
費
総
額

は
次
の
と
お
り
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
大
地
の
芸
術
祭
…
…
…
…
3
億
円

◎
ス
テ
キ
発
見
…
2
、
3
0
0
万
円

』
隔
．
氾

◎
花
の
道
…
…
…
2
、
9
4
0
万
円

◎
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
…
…
3
、
0
0
0
万
円

◎
普
及
啓
発
－
…
i
、
0
0
0
万
円

◆
ハ
ー
ド
事
業
の
規
模

　
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業
は
、
平
成
1
0

～
1
4
年
度
の
5
か
年
間
に
つ
い
て
は
、

自
治
省
か
ら
「
特
定
地
域
に
お
け
る

若
者
定
住
促
進
等
緊
急
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
」
の
地
域
指
定
を
受
け
、
地
総
債

あ
る
い
は
過
疎
債
と
い
う
地
方
債
を

起
こ
し
て
進
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ

の
地
方
債
に
つ
い
て
も
、
償
還
時
に

そ
の
一
部
が
国
か
ら
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
総
債
に

よ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
起
債
時
と

償
還
時
に
県
補
助
金
を
受
け
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制

度
や
補
助
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
に
対
す
る
地
域
の
負
担
金
は
3

割
程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

5
か
年
間
の
事
業
規
模
に
つ
い
て
は
、

過
疎
債
が
平
成
n
年
度
ま
で
の
時
限

立
法
で
あ
る
た
め
、
平
成
12
年
度
以

降
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
流
動
的

な
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
大
枠
の
事

業
費
は
1
0
0
億
円
程
度
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
内
訳
と
し
て
は
、
地
総

債
事
業
が
5
0
億
円
（
十
日
町
及
び
津

南
ス
テ
ー
ジ
）
過
疎
債
事
業
5
0
億
円
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　　　　　　　村職員給与を

（7》職員手当の状況（10年4月1日現在）（8）特別職の報酬等の状況

区分 辮　　塁　　麺 国

期末手当

勤勉手当

　　　（9年度支給割合）

　　　　期末手当　　勤勉手当

6月期　1．6月分　　0．6月分

12月期　1．9月分　　0．6月分

3月期　0．55月分　　一　月分

　計　　4．05月分　　1．2月分

職制上の段階、職務の

級等による加算措置　　　有

　　　　（9年度支給害恰）

　　　　期末手当　　勤勉手当

6月期　1．6月分　　0．6月分

12月期　1．9月分　　0．6月分

3月期　0．55月分　　一　月分

　計　　4．05月分　　1．2月分

職制上の段階、職務の

級等による加算措置　　　有

退職手当

（支給率）自己都合　勧奨・定年

勤続20年　21．0月分　28．875月分

勤続25年　33．75月分　44．55月分

勤続35年　47．5月分　62．7　月分

最高限度額　60．0月分　62．7　月分

その他の加算措置：定年前早期退

　　　職特別措置2％～20％加算
退職時特別昇級：1～2号

（支給率）　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　21．0月分　28．875月分

勤続25年　33．75月分　44．55月分

勤続35年　47．5月分　62．7　月分

最高限度額　60．0月分　62．7月分

その他の加算措置：定年前早期退

　　　職特別措置2％～20％加算
退職時特別昇級：20年以上1号

匿　　分 爲額 屡　　発 周　額 潮蒙霧嚢

給料

村　長

助　役

収入役

742，000円

577，000円

548，000円

報酬

議　　長

副議長
常任委員長

議　　員

250，000円

195，000円

183，000円

177，000円

（9年度支給割合）

6月期　1．6月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

計　　4．0月分

（各年4月1日現在）（9》部門別職員数の状況と主な増減理由

職貴1人轡たり支給年額

　　　　112千円

　　　（旧年4月1日現在）

支給総額

13，285千円

騰聞外勤務拳当
　（9年度）

区分 内　　　容 国の制度
遂の異岡 国の割度の内容

扶
養
手
当

配偶者　　　　　　　　　　　16，000円

配偶者以外の2人まで　　　　　5，500円
　　　但し、配偶者のいない職員の場合

　　　　　　　　　　　　1人は11，000円

　　　配偶者が扶養親族でない職員の場合

　　　　　　　　　　　　1人は6，500円

その他の扶養親族1人につき　　2，000円
満16歳の年度初めから満22歳の年度末まで

の子は4，000円加算

同 同　左

住
居
手
当

〈借家〉月額12，000円を超える家賃を支払

　　　っている職員に対しその家賃額に

　　　応じ最高27，000円（家賃額55，000

　　　円）まで支給
〈持家〉1，000円　但し、新築・購入した場

　　　合5年間は2，500円

同 同　左

通
勤
手
当

片道2㎞以上の職員に支給
〈交通機関利用者〉

　　定期券の価格
〈交通用具使用者〉

　　往復1㎞につき750円／月

異

片道2km以上の職員に支給
〈交通機関利用者〉

　運賃等相当額
〈交通用具使用者〉

　2，000円（片道5㎞未満）
　～最高20．900円（40㎞以
　上）まで支給

屡分’ 職貴数 離前奪

部門 平成駐華 平域梱葎 瑠減数
主な増減理由

議会 2 2 0
総務 25 25 0
税務 6 6 0

一 労働 『0 0 0
般 農水 11 10 一1 欠員不補充による減員

行
商　工 3 2 一1 ㈱なかさとへの観光施設管理委託による減員

土木 7 7 0政
民　生 27 28 1 特養準備室設置による増員

衛生 10 10 0
小　計 91 90 一1

特 教育 15 15 0
別 警　察 0 0 0
行 消　防 0 0 0
政 小　計 15 15 0

病　院 4 4 0
公

水　道 3
2・ 一1 欠員不補充による減員

営 交　通 0 0 0
企
業

下水道 4 4 0
等 その他 3 3 0

小　計 14 13 一1

ム
ロ 計 120 118 一2

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

　　休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

0一一■一■一一■■陽一一一■■一騨ロ晒鱒■巴一■目一一■■一一■■働一■冒一一一一一■騨一陶一■噌一一一一一■騨一■騒■騒嗣■一一“■一一一一■瞬一■■一一一一■一一鱒一閣魍■一■■一一一一一一－一一■一■一一騙騨騨■聞一■■一一一■瞳一ロ瞳ロ■鱒一一鵬卿

（
川
西
、
津
南
、
中
里
、
松
代
、
松

之
山
ス
テ
ー
ジ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
平
成
1
0
年
度
事
業

◎
大
地
の
芸
術
祭
…
…
3
、
9
0
0

万
円
（
招
待
作
家
に
よ
る
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
設
計
、
ア
ー
ト
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
作
家
、
プ
レ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
作

成
な
ど
）

◎
ス
テ
キ
発
見
…
1
、
5
0
0
万
円

（
募
集
開
始
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

写
真
塾
、
小
中
学
生
写
真
騒
動
、
広

告
宣
伝
料
な
ど
）

◎
花
の
道
…
…
…
…
…
9
4
0
万
円

（
花
苗
等
配
布
・
花
壇
整
備
、
花
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
3
回
、
花
市
、
花

の
講
習
会
6
会
場
、
花
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
定
、
花
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、

花
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
）

◎
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
…
1
、

0
0
0
万
円
（
里
創
プ
ラ
ン
各
事
業

の
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）

◎
普
及
啓
発
…
…
…
…
2
0
0
万
円

（
妻
有
通
信
発
行
2
回
）

◎
ス
テ
ー
ジ
整
備

・
川
西
ス
テ
ー
ジ
…
…
コ
テ
ー
ジ
2

　
棟
、
展
望
台
1
か
所
、
連
絡
道
整

　
備
、
用
地
測
量
、
立
木
調
査
な
ど

・
中
里
ス
テ
ー
ジ
…
…
ス
テ
ー
ジ
実

　
施
設
計

・
松
代
ス
テ
ー
ジ
…
…
ス
テ
ー
ジ
設

　
計
、
用
地
測
量
、
用
地
買
収

・
松
之
山
ス
テ
ー
ジ
…
ス
テ
ー
ジ
実

　
施
設
計

◆
安
斎
重
男
写
真
塾
を
開
催

　
ス
テ
キ
発
見
事
業
の
一
環
と
し
て
、

1
月
1
4
～
1
5
日
に
安
斎
重
男
写
真
塾

．
「
妻
有
の
小
正
月
を
撮
る
」
が
開
催

さ
れ
、
遠
く
岩
手
花
巻
市
か
ら
な
ど

地
域
内
外
3
0
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
、
写
真
家
安
斎

重
男
氏
と
共
に
妻
有
の
伝
統
行
事
を

体
験
し
な
が
ら
撮
影
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
直
接
ス
テ
キ
な
こ
と
を
発
見

し
て
応
募
し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い

と
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
十
日
町
市

赤
倉
の
ほ
ん
や
ら
洞
づ
く
り
や
松
代

町
太
平
・
千
年
の
鳥
あ
な
、
十
日
町

市
街
地
の
節
季
市
、
松
之
山
町
の
婿

な
げ
・
す
み
ぬ
り
祭
を
巡
り
熱
心
に

撮
影
。
参
加
さ
れ
た
駐
日
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
共
和
国
大
使
館
の
ロ
ベ
ル
ト
さ
ん

や
ス
ペ
イ
ン
国
大
使
館
の
ア
ル
バ
ロ

さ
ん
な
ど
も
妻
有
の
冬
の
風
物
詩
に

興
味
津
々
。
宿
泊
地
の
芝
峠
温
泉
で

は
、
安
斎
氏
を
囲
ん
で
夜
が
更
け
る

ま
で
写
真
談
義
・
ス
テ
キ
談
義
が
続

き
ま
し
た
。

安斎先生（写真：右）もすみをぬられ

真っ黒（松之山町・すみぬり祭で）

平成14年2目10日広報な：かさと11



麟麟醸鞭．さ

平成11年度の村県民税と所得税の確定申告の受付が2月16日㈹から始まります。申告期限

はともに3月15日（月）です。毎年、期限間近になりますと大変混雑しますので、早めに申告し

てください。なお、できるだけ別表の相談日をご利用ください。

別表 《村・県民税、所得税相談日程》

期　　日 会　　　場（難象集落〉 時聞
2融6臼㈹ 役場（桔梗原・高道山）

全日程

午前9時

　から

午後4時

2月惣日㈱ 役場（朴木沢・朴木沢新田・白羽毛）

2撫8霞㈱ 役場（本屋敷・堀之内）

2魏鯛㈱ 役場（市之越・鷹羽）

2月2鯛㈱ 役場（新屋敷・宮中）

2斐駿3霞㈹ 役場（芋川新田・倉俣）

2潟2姻㈱ 役場（芋川・原町・新里）

2i爲簿爲㈱ 役場（東田尻・程島・西田尻・西方）

2爲2鯛鐡 役場（田代・下山・清田山）

3潟叢爲㈱ 役場（重地・土倉・倉下）

3潟2日㈱ 役場（葎沢・角間・小出）

3i爲3園㈱ 役場（如来寺・豊里）

3雛難日㈱ 役場（荒屋・通り山）

3潟籔癩鐡 役場（芋沢・田沢・東田沢）

3潟8環㈱ 役場（上山・田中・山崎）

3拐籔田㈹ 役場（桂・小原・干溝）

3潟憩日㈱ 役場（全集落）

3馳稲㈱ 役場（全集落）

．3蹴2目㈱ 役場（全集落）

3月15日㈱ 役場（全集落）

個人の住民税（村・県民税）は、住民に

とって身近な行政費用をそれぞれの負担能

力に応じて分担し合うという正確の税金で

す。そのため所得税よりも納める方の範囲

は広く、税率は低く定められています。

所得税は、あなた自身が所得を計算して

申告する制度をとっています。3月15日ま

でに申告を済ませてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《申告しなければならない方》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年1月1日に現在、中里村に住ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でいて、平成10年中に所得があった方は申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告が必要です。所得があると思われる方に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は2月中旬までに申告書をお届けしますの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で期限までに申告してください。（申告書に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捺印を忘れずに！）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、次に該当する方は捺印のうえ、提

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①給与所得のみの方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②公的年金などの所得だけの方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③所得税の確定申告を提出した方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④所得がない方
r一一・一臼一一一・一一一一一じ鱒一一一馴鱒o一一．・顧田一一－一一・・一一一－願騒一一一・騨一一一一嗣’一一一9一一一一一匿一幽一一’一一一一一’一口噂6一騨一嘗一一レー一一’一一旧剛旧9一一一一．凹『

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハゴ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス1
嗜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜1《1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》陰
　

i　　　　　　　　　　　　　　『iあロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　iな
9お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1コ

i蓉　　　　　　　　　　　　　　iた
1せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　lの1税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口

藤　　　　　　　　　　　　　　i申
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　

1内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1月ヒ
1線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1口
薩1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

il　　　　　　　　　　　　　　iは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　

1、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i》ロ

曝5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ロ

瞳2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳1』一一一一一一一一。一一鱒一一＿一一一一一一一一一一一廓一6一顧一一一晒一一－“一一曝一一一－鱒一一一一一－一・鱒聞一巳一一一一一繍一・一一一一r一一一ロ藤”一一一鱒一一曝‘

あ
な
難
は
．
霧
威
憩
年
審

月
覆
臼
懸
墜
麹
潟
翻
圏
ま

羅
楼
醸
澱
懸
あ
壌
議
轡
総

懸
譲

あ
豫
懸
鞍
烈
懸
続
強
燵
扶
養
選
藏
驚
麟
総
駄

鳩
学
生
羅
あ
⑤
捲
繕
隣
業
の
単
身
灘
藤
羅
懸
送

壌
難
盤
活
鞍
難
麟
総
繕
勤
無
職
麟
熟
病
気
膳
な

ど
雛
該
鞘
懸
蒙
響
が
黎

いは

いは

い
い
え

は
い

慧
う
轡
妻
潔
ン
の
欝
ぽ
．

現
荘
勤
務
鑑
の
給
与
懸
ら

雛
・
県
穰
税
｛
駈
得
税
驚

ぽ
あ
饗
ま
慧
ん
》
が
差
騒

馴
懸
燕
羅
騎
ま
謙
強
。

※
繋
う
り
嚢
灘
ン
鍬
外
薦
蝶

ー
撚
・
簗
ル
バ
イ
樵
欝
灘
》

の
濾
は
、
繍
糖
髭
に
進
灘

驚
く
だ
巻
“
。

送
蒋
毒
靴
難
鱒
欝
書
健
、
住
所
．
薦
嶺
、

捺
郎
及
麟
嚢
面
鷹
内
容
を
書
雛
羅
役
場

へ
提
鐵
雛
竃
く
だ
き
い
。
串
吉
書
藻
送

慰
毒
聯
羅
燐
な
雛
欝
ぱ
税
務
課
縫
籟
慧

じ
蓬
あ
壌
ま
ず
⑤

あ
灘
捲
縁
、
螢
雑
か

襲
嚢
縫
轟
給
慧
の
ほ

か
禦
配
幾
癒
稿
料
．

報
酬
、
零
勤
産
な
ど

の
収
澱
が
あ
9
ま
し

灘
潜
撃

い
い
え

えいい

あ
な
た
は
、
樹
、
県
鋸

税
の
串
告
を
す
る
必
要

ぱ
あ
り
ま
慧
ん
。
但
し
、

串
欝
書
儀
捺
即
の
上
、

提
出
し
驚
く
だ
き
糖
o

いは

あ
な
だ
は
平
成
姻
華
中
の
含
計

所
得
金
額
が
、
基
礎
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
縷
除
の
餐

計
額
を
超
え
驚
“
ま
ず
か
孚

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

給
与
以
外
の
所
擬
禽
計
が
釦
万
円

を
超
蒙
τ
い
ま
す
か
？

えいい

いは

いは

えいい

あ
な
た
は
、
税
務
署
繕
確
驚
帯
告
を
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
内
に
申
吉
を
済
ま
慧
ま
し
ょ
う

雛
糠
叢
灘
灘
饗
鐵
灘
繊

欝
鐵
懸
整
難
懸
灘
灘
難
・
鑛
鑛
難
纐
灘
鑛
難
灘
籔
灘
鎌
難
繊
総
灘
叢
織
雛
難
難
灘

難
獲
繋
灘
灘
欝
繋
鱗
雛
難
縷
鐡
継
難
難
灘
灘
灘
織
鍵
灘
灘
鐵
灘
難
灘
灘
．
難
叢
鎌
鍵
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昔
、
小
中
学
校
の
頃
は
桔
梗
原
の

猿
坂
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
降
り
て
清

津
川
に
行
き
、
よ
く
魚
を
取
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
し
、
小
学
校
の
頃
は

前
の
川
で
泳
ぎ
、
中
学
校
の
時
は
清

津
川
で
泳
い
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
、
い
ろ
い
ろ
川
で
悪
い
こ

と
も
し
て
い
ま
し
た
が
川
に
行
く
の

が
楽
し
か
っ
た
。

　
取
っ
た
魚
も
昔
は
す
ぐ
食
べ
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
取
っ
て
も
一
週
間

●
．
●
。
●
．
　
　
　
　
　
。
●
．
　
●
　
．

●
●
o
●
●
　
。
　
　
　
　
●
o
．

　
●
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　　　　　　　　●　　　　　　　　●● ●●●●o

o…∴●。●・※：’●学蔵箇9

●　　＿

　
饗

●
。
●
●
●
●
。

．
●
●
●
．

●
　
●

●
　
●

岬唱●．。

謬　　　●●
　　●●　　　■　畠

く
ら
い
水
槽
に
い
れ
て
か
ら
食
べ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
清
津
川
の
水
質
が

昔
よ
り
様
々
な
環
境
に
よ
っ
て
悪
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る

か
ら
で
す
。

　
た
ま
に
清
津
川
の
源
流
の
方
に
足

を
運
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

は
き
れ
い
で
水
が
と
て
も
澄
ん
で
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
水
辺
公
園
の
計
画
が
あ

る
よ
う
で
す
が
人
工
的
な
整
備
で
な

く
、
よ
り
自
然
に
近
い
水
鳥
が
く
る

よ
う
な
環
境
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
途
半
端
に

い
く
つ
も
水
辺
公
園
を
つ
く
る
の
で

は
な
く
、
1
か
所
、
2
か
所
位
で
大

き
な
も
の
を
整
備
し
て
も
ら
い
た
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

0

やミ騨

“ミ

罫携§
　　　　　ウ，

欝偲ミ、
　＿A＾＾ノグミミ

　　　　　　　　ごご
　　　　　　欝《

～
退
職
者
医
療
制
度
5

　
長
い
間
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
た
人
で
、
次
の
条
件
に

該
当
し
て
い
る
人
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
老
人
保
健
制
度

に
移
る
ま
で
の
間
、
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
受
診
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

・
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

・
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
の
年
金
を
受
け
て
い
て
、

　
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
2
0
年
以
上
、
ま
た

　
は
4
0
歳
以
上
の
期
間
が
1
0
年
以
上
あ
る
人
。

・
退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族

◎
資
格
、
届
け
出

　
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
は
、
年
金
の
受
給
資
格
が
発

生
し
た
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た

ら
1
4
日
以
内
に
、
保
険
証
、
印
か
ん
、
年
金
証
書
を
持
っ

て
役
場
の
窓
口
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
「
国
民
健
康
保

険
退
職
被
保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
「
国
民
健
康
保
険
退
職

被
保
険
者
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
本
人
（
退
職
被
保
険
者
）
…
…
外
来
、
入
院
と
も
2
割

　
扶
養
家
族
…
…
…
…
…
…
・
…
・
外
来
3
割
、
入
院
2
割

※
外
来
の
薬
剤
の
一
部
負
担
と
入
院
時
の
食
事
代
は
国
保

と
同
様
に
定
額
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を

　
受
け
な
く
な
る
と
き

・
老
人
保
健
法
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

・
退
職
保
険
者
本
人
が
な
く
な
っ
た
と
き
（
こ
の
場
合
、

扶
養
家
族
は
一
般
の
国
保
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
）

5
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
5

　
交
通
事
故
な
ど
で
第
三
者
か
ら
傷
害
を
受
け
て
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
で
も
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
本
来
そ
の
費
用
は
加
害
者
が

負
担
す
べ
き
も
の
な
の
で
、
国
保
は
一
時
立
て
か
え
を
す

る
だ
け
で
、
あ
と
で
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
窓
口
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
届
け
出
を

・
国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

　
傷
害
届
」
（
用
紙
は
役
場
窓
口
で
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
届
け
出
に
必
要
な
も
の
…
…
…
保
険
証
、
印
か
ん
、

　
交
通
事
故
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）

◎
示
談
は
慎
重
に

　
加
害
者
と
示
談
が
成
立
す
る
と
、
示
談
の
内
容
が
優
先

さ
れ
国
保
か
ら
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
と

っ
て
い
る
と
き
は
、
国
保
を
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

示
談
を
結
ぶ
と
き
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平成11年2月10日広報なかさと13



国団圖国

鋤
霧

樋・実央ちゃん（1歳）⑥

元一・八重子さん夫妻の長女（白羽毛）

　お兄ちゃんからよく遊んでもら

っている実央ちゃん。おもちゃで

遊んだり家の中を走り回ったりと

2人で仲良く遊んでいます。

　普段は2人で上村病院のひまわ

り保育園にいっていますが行くの

を楽しみにしています。でも、保

育園が休みの日は、お父さん、お

田さん、おじいちゃんに甘えてい

ます。帰るとき、クリクリッとし

た目の実央ちゃんがバイバイをし

てくれました。

寒
趨
鐘
饗
籔
懸
猶
慮
病

や
縢
難
磯
雛
籔
叢
餓
芳

増
え
召
麟
鎌
覇
灘

～
十
目
町
地
域
消
防
本
部
よ
り
～

調
理
師
羅
教
薦

　
　
　
　
講
翼
嚢
纏
翻
催

　
調
理
師
の
資
質
向
上
と
調
理
技
術

の
合
理
的
な
発
達
を
図
り
、
食
生
活

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
新

潟
県
、
新
潟
県
調
理
師
会
、
十
日
町
・

中
魚
沼
調
理
師
会
が
主
催
し
、
実
施

す
る
も
の
で
す
。

◆
期
日
　
2
月
2
3
日
㈹

◆
会
　
場
　
十
日
町
市
公
民
館

◆
受
講
料
　
2
、
5
0
0
円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

14　13　12　11　10　10　9　　Eヨ

00000000100030程
～　～　～　～　～　～　～

　　　14　13　12　11　10　10

　　　000000001000

◆
問
い
合
わ
せ
先

閉昼調栄食開受
　　　　ロ　　理　 口口

講．　養衛講　　実　生
式食技学学式付

十
日
町
保
健
所
　
衛
生
環
境
課
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
盈
5

7
1
2
4
0
0

骨
雛
題
鰹
課
鵜

参
加
縢
鎌
懸
麗
弥
！

◆
目
時
・
会
場

　
　
3
月
3
日
㈱

・
1
回
目

　
　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

　
（
会
場
”
総
合
セ
ン
タ
ー
）

・
2
回
目

　
　
午
後
7
時
30
分
～
午
後
9
時

　
（
会
場
”
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

◆
参
加
者

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
、
民
生
課
　
保
健
衛
生
係
ま
で

　
　
　
（
内
線
1
2
5
・
1
2
6
）

痴
呆
爆
讃
鑛
縦
護
相
談

　
十
日
町
保
健
所
で
は
．
痴
呆
性
老

人
介
護
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
痴
呆
性
老
人
の
介
護
で
お
困
り
の

方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
2
月
1
9
日
㈹

　
　
　
午
後
2
時
～
午
後
4
時
ま
で

◆
会
場
　
十
日
町
保
健
所
　
3
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
指
導
室

◆
内
容

　
痴
呆
性
老
人
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　
（
個
別
相
談
）

◆
医
師
　
厚
生
連
中
条
病
院

　
　
　
　
　
　
　
須
賀
　
良
一
医
師

◆
費
用
　
無
　
料

◆
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
み
先

　
十
日
町
保
健
所
保
健
指
導
係

　
　
　
　
　
（
奮
57

－
2
4
0
0
）

　
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
寒
さ
に

よ
る
急
病
や
除
雪
に
関
す
る
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
雪
の
季
節
を
乗
り
切
り

ま
し
よ
、
つ

【
急
病
関
係
】

・
寒
さ
が
一
段
と
き
び
し
く
な
り
、

　
気
候
の
変
化
に
伴
い
な
い
風
邪
を

　
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
風
邪
を

　
ひ
い
た
ら
無
理
を
せ
ず
安
静
に
し

　
て
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま

　
し
よ
う
。

・
血
圧
の
高
い
人
が
夜
、
急
に
寒
い

　
ト
イ
レ
に
行
つ
た
り
す
る
と
急
激

　
な
体
温
変
化
に
よ
り
意
識
を
失
い

　
倒
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
少
し
周
囲
の
温
度
に
体
を
慣
ら
し

　
て
か
ら
に
し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
熱
い
風
呂
に
入
る
際
も
十

　
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
関
係
】

・
雪
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
の

　
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
て
十
分

　
な
車
間
距
離
を
保
ち
安
全
運
転
を

　
心
が
け
ま
し
よ
う
。

【
除
雪
事
故
関
係
】

・
除
雪
機
の
ロ
ー
タ
ー
部
や
シ
ュ
ー

タ
ー
部
分
に
雪
が
詰
ま
っ
た
ら
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
て
か

ら
専
用
の
器
具
で
雪
を
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。

・
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
足
場
を
確
認

し
て
、
転
落
し
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

平成10年末～平成11年1月15日現在◎急病及び雪による事故関係の救急出動件数

急　　病
屋根除雪
中転落等

道路上で
の転倒等

小型除雪
機の事故

自宅周辺
除雪事故

交通事故 屋根雪
落　、下

十日町市 25 3 2 0 2 8 0
川西町 18 2 0 0 0 2 1
津南町 16 1 0 0 1 1 1
中里村 3 0 1 0 1 1 0
松代町 5 1 0 0 0 0 0
松之山町 5 0 0 1 0 0 0

計 72 7 2 1 4 12 2
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雷盟墨圏

盤i搬雛

禅｛井之川酵｝如来寺

舅茨｛樋・馨｝通り山

徽｛片鴫墓｝山崎

戦｛太嶋華江草｝芋沢

法笑｛山本勝綾利｝通り山

掛｛小柳共勤子｝如来寺

繍｛山田薦｝宮中

｛南雲一浩　上　山
水落法子　十日町市

響
中
山
倉
沢
地
寺
山
沢
隙

　
り
　
　
来
休
の

宮
通
土
葎
重
如
上
ホ
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け

紛
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の
D
の
D
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坊
㌔

一
宏
ン
治
イ
作
三
郎
ω
叡

　
　
　
　
　
　
　
三
し
だ

初
マ
繁
キ
幸
朝
與
望
く

　
　
　
　
　
　
　
　
希
て

田
口
田
本
木
川
楽
口
を
出

　
　
　
　
　
ノ
　
　
載
し

池
樋
山
山

鈴
井
吉
樋
縮
申

今凋の納税謎振替日

■国保・税（3月肇日）
旧国髭年金　《2潟25日）

■保育料儲月董日）
田上下氷道料　（2月25日）

すでに新聞やテレビでご存じのここと思いますが、村内でもインフ

ルエンザが流行し、保育園や小中学校でも欠席者が多く学級閉鎖する

学校もでてきました。

　　症状……38度以上の発熱、咳、頭痛、喉の痛み、

　　　　、吐き気などがみられます。
【一般的注意事項】

1．うがい、手洗い、洗顔等による感染の予防。

2．睡眠や休養を十分にとり、体調を整えておくこと。　1

3．症状が出たら最寄りの医療機関に受診すること。

　特に乳幼児・小児については症状が急変するので注意が必要です。

4．必要なとき以外は人込みを避けることなど、十分留意し感染予防

　につとめてください。

医療費助成制度のお知らせ

数
　
ロ

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

　2件
　O人
　4人
112日

ひとり親家庭の万々を対象に医療費を助成する制度があります。

これは、ひとり親家庭の親子が医療機関で支払う医療費の一部を助

成ずるものです。爾親のいない家庭の養育者や、父冊のどちらかが璽

度の描舞障審蕎の場禽も戴象となります。

難雌膨．華齢鋤鰻雲簾得欄隈懸あ嬢漢霧．．’

義続懇礎羅詳雛鍵鍵鐵蓬欝繍難1眩．鰭獲譲麟驚難纈綴驚継．羅．、

綴募集職種　轟施設欝躍係　鎚歳　舗歳　1　遡名

□就業蒔闇　嚢黍簸磁3き灘交替翻あ燦〉①8鞠蟹戴鷺◎O

　　　　　　　　②艦㈱　董総㈱
■採溺畷顯　藻戴難繋欝藝螺類　・灘勃

■癒導離続．採撮希襲講ぽ．履歴謬《辮簸》巻認戴の戴範．数の辮織

　　．郵送懸提欝礁羅擬総毒糠。
■郵遂汲継闘麟含蒲懸先、，、

羅懸繋雛難麟婁欝糞審圏濃簾誕襲難騒繭

糠議糞難癒藻懸遜　鐙灘総務諜　幽懲鰯繭欝蒙懸　難翻一翻籔

■募集職種　灘厨霧部閾

　　　　調　理憂調理鰯）　瓢歳　4＄歳　墨名

　　　糞飲嚢・鞠販部聞
　　　　離一建鍛孫鍵訟一欝蝋．療滋一鍵一及が総2係》

　　　　　　　　　　　　撫歳　・鍵歳雛名
■就業時蘭　礫替髄翻⑳認馨慧⑧　議黙窪⑧

　　　　　②欝瓢鰹認膿愈⑧』
■採翻騰期薬戴難羅獲潟塗縫

田購i募繋続　採鰯希望灘礫．履歴霧《蒲戴》懇認撫の勝謎．数の蕨戴

　　　i鄭i送灘提趨欝懇護議灘鐵輪・…
『獺灘難鱗覇聞講嚢蒲懸薙　義．

　繁羅鞭麟懸雛簿講講馨麟灘馨鍵繋難羅鰹》．蘇i裁嚢難欝灘懸鯵・

．．、纈霧騰麟獺鯵鰹驚．雛雛難鐵遜鞭業難礁墾顯鍵魏馨灘
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　2月15日～3月5日

カレンダー一
15（月）

16㈹
遊びの教室　倉総合センター
（D9：30～10：00受付

17ωO
補聴器相談（リオン）　合役場

（D13：45～14：00

18（木）

19働
心配ごと相談（南雲勝男）　倉ディサービス

センター　（D13：30～16：00

…20（土）

21（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（竺）11：00～11：40

22（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

（D15：30～16：00

23㈹

24㈱

25休） 1歳半児健診　合保健センター

（D13：00～13：30受付

26働

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス

センター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

（D13：30～16：00

27ω

28（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ』

一ル　（∋11：00～11：40

ミュージックプラネタリウム　合ユーモー

ル　（∋19：30～

1（月）

2㈹

3㈱
骨こつ体操

合（D総合センター　　　9：30～11：00

　老人福祉センター19：30～21：00

4休）

5働

献血（全血）　合総合センター

010：00～12：00・13：00～15：00受付

心配ごと相談（廣田和子）　合ディサービス

センター　（D13：30～16：00

妊婦健診・母親学級　倉高木医院（土市）

（D13：00～13：30

．．．．、　灘鐵難朧縷灘灘撫議灘・禦灘糠1醗謙難

　　　　　　　　　　叢獄懸総雛麟騰

1一隔騙巳一一・ロ齢一顧一獅・騙ロ・一聞一鳳顧騨・一階一匹嗣一願廟胴6鰯・ロ瞬麟一匿一・一・一騒一ロー幽一一一聯顧B一騨“篇馴じ鱒、

　国民年金保険料前納制度のお知らせ
　　　国民年金保険料は前納制度がお得です。

　【毎月払いで】

保険料月額13，300円×12か月＝159，600円ですが

前納払いでは
3，850円お得です。

155，750円

【定額保険料＋付加保険料を納めている人】

　　　（13，300＋400）

保険料月額13，700円×12か月＝164，400円ですが

前納払いでは
3，970円お得です。

160，430円

　　　　　　　　お問合せは、役場　国民年金係まで　1
、鷺騨輯聯騨繭幽ロ騨一，顧願”一ロ閣一葡一聞塵一一．儒一”一曝囎聞齢旧噂一脚鱒鱒鱒一開一旧一購葡一一嗣一障鰯嶺繭騨騨。ノ

⑳川西町診療所糖8講

⑳長山医院種6謂

⑳至誠堂医爾講

⑳①山・医瞬講
⑳田中外科医贈講

㊧上村病院葎3粥

　
　
　
　
　
　
　
　
編
雁
塵
雑
塵

　
1
月
の
1
0
日
前
後
と
今
回
の
大
　
　
わ
れ
、
今
年
は
一
日
と
い
う
こ
と

雪
で
は
除
雪
に
大
変
苦
労
し
た
の
　
　
で
す
が
同
名
町
村
と
し
て
こ
れ
ま

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
豪
雪
　
　
で
沖
縄
仲
里
村
の
登
武
那
覇
太
鼓

地
帯
と
は
い
う
も
の
の
連
続
し
て
　
　
や
青
森
中
里
町
の
津
軽
三
味
線
が

降
る
雪
に
は
う
ん
ざ
り
と
し
ま
す
。
　
披
露
さ
れ
ま
し
た
が
今
回
は
群
馬

　
で
も
、
も
う
少
し
す
れ
ば
雪
の
　
　
県
中
里
村
の
八
木
節
シ
ョ
ー
が
行

降
る
の
も
落
ち
着
く
る
頃
に
な
り
　
　
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
白
根
の
大

ま
す
。
雪
が
落
ち
着
い
た
3
月
、
　
　
凧
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
足

雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
が
1
3
日
に
行
な
　
　
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
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1月末現在
（）信前月比

　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

　　　　　　　　　　　　－
　pF　’一一x

㊧人ロ男3．270人（＋3）女3，297人（＋1）計6，567人（＋4）◎世帯数1，642（＋4） ＼
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